
【感染症発生動向調査事業から】 
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 川崎市における新型コロナウイルス感染症の定点当たり報告数は、令和５年
５月中旬から徐々に増加していましたが、第２９週（７月１７日～２３日）以
降大幅に増加し、第３０週（７月２４日～３０日）は１４．５４人となりまし
た。本市が独自に実施している新型コロナウイルス感染症のリアルタイムサー
ベイランスにおいても、同時期の７月１８日から報告数が急増しています。 

リアルタイムサーベイランスにおける年齢階級別報告数は、５月以降全ての
年齢層において増加がみられますが、特に２０歳代から５０歳代は他の年代に
比べて著明に増加しています。 
 体調不良時は無理をせず、咳やくしゃみなどの呼吸器症状がみられる場合は
マスクを着用する等の予防対策を行い、周囲への感染を防ぎましょう。 

今、何の病気が流行しているか！ 

第３０週報告数第１位 新型コロナウイルス感染症～報告数が急増しています！～ 

令和５年７月２４日（月）～令和５年７月３０日（日）〔令和５年第３０週〕の感染症発生状況 

第３０週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）新型コロナウイルス感染症 ２）感染性胃腸炎 ３）ヘルパンギーナでした。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は１４．５４人と前週（１１．３１人）から増加しました。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．００人と前週（３．１４人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

ヘルパンギーナの定点当たり患者報告数は２．７０人と前週（３．５１人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

第３０週報告数第３位 

第３０週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和５年８月１日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

患
者 

 
 

リアルタイムサーベイランスにおける 
新型コロナウイルス感染症の 

日別発生状況（令和５年５月８日※～７月３１日） 

リアルタイムサーベイランスにおける 
新型コロナウイルス感染症の 

月別年齢階級別報告数（令和５年５月８日※～７月３１日） 

令和５年８月１日１１時時点の川崎市感染症情報発信システム（ＫＩＤＳＳ）データより作成 

※５月分は新型コロナウイルス感染症のリアルタイムサーベイランスが開始された８日以降のデータ 


